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第990号� 10.1
毎月1日・15日発行�

緑につつまれ友愛に満ちた�

市民のまち稲城�

毎月1日・15日発行�

主
な
記
事�

南山東部土地区画整理事業Ⅱ�
体育の日スポーツフェア、健康まつり�
財政指標の公表�
乳幼児・義務教育就学児�
　　　　　医療費助成制度�
ねんきん特別便�
乳がん・子宮がん検診�

２・３面�
４面�
５面�

�
６面�
７面�
８面�

　日本が誇る和太鼓演奏の第一人者で、
世界的にも
有名なソリ
スト、林　英
哲による創
造的で芸術
的な演奏を
聴いてみま
せんか。こ
のほか、和
太鼓の英哲
風雲の会や
尺八の土井
啓輔も出演
し、コンサ
ートを盛り
上げます。

▽期日　１０月２５日（土）

▽時間　午後６時～８時

▽会場　駒沢学園記念講堂

▽出演　林　英哲＆英哲風雲の会、
　　　　土井　啓輔（尺八）

▽入場料　前売券＝１,５００円、当日券＝
　　　　　２,０００円（全席自由）

▽チケット販売所　市役所１階総合案
内、地域振興プラザ、平尾・若葉台出
張所、各文化センター、稲城生き活き
商品券販売所

▽問い合わせ　協働推進課協働推進係

若葉台コース�
（運行間隔　約２０分～３０分）�

押立・矢野口コース�
（運行間隔　約２０分～３０分）�

平尾・坂浜コース�
（運行間隔　約２０分～３０分）�

市役所コース�
（運行間隔　約２０分～３０分）�

若葉台駅�

若葉台駅�

南多摩駅�

南多摩駅�

稲城長沼駅�
矢野口駅�

四文入口�
四小通り�

稲城長沼�

平尾団地�

六小南�

稲城駅�

若葉台公園西�

稲城市役所前�

城山公園南�

稲城長沼駅�
JR南武線�

JR南武線�

京王相模原線�

平尾浄水場�

稲城第二小学校前�

吉方公園西�

矢野口駅北�

上谷戸大橋南�

大丸南区整�
臨時停留所�

稲城駅南口�
臨時停留所�

榎戸�

小田急・京王�
共用バス停留所�

京王相模原線�

始発�

始発�
かさ　や　　と�

始発�

始発�

きっぽう�

稲城中央公園�
まつり会場�まつり会場�まつり会場�
稲城中央公園�

１０月２５日（土）の「平尾・坂浜�
コース」の最終から２便と「若�
葉台コース」の最終便は、駒�
沢学園バス停（和楽器コンサ�
ート会場）を経由します。�

　今年はコースを見直し、�
「押立・矢野口コース」と「市役所コース」に�
大丸地区を取り込み、円滑な運行を行います。�

市役所�

文�

文�

※シャトルバスの停留所は次のとおりです。�

　　………　バスの停留所�
　　………京王バスの停留所�
　　………臨時停留所�
※運行間隔については、交通事情により変わります。�

あい�

稲城第四小学校�稲城第四小学校�

まつり会場へはまつり会場へは
無料シャトル無料シャトル

バスで！バスで！

　

消
費
者
啓
発
を
目
的
に
開

催
す
る
「
稲
城
く
ら
し
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
」
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１１

１５

▽
時
間　
　

時
〜
３
時　

分

１０

３０

▽
会
場　

平
尾
団
地
商
店
街

広
場

▽
募
集
区
画
数　
　

区
画（
先

１２

着
順
）

▽
出
店
料　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　
　

月　
１０

１０

日（
金
）ま
で
に
消
費
者
ル
ー
ム

（　

時
〜
正
午
、
１
時
〜
５
時
）

１０に
電
話（
1　

・
７
５
１
０
）で

３７０

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
営
業
目
的
の
方
は
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
は
、
会
場
か
ら
徒
歩

約　

分
の
場
所
に
な
り
ま
す
。

１５
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

　
　

月　

日（
土
）か
ら　

日

１０

１１

２０

（
月
）ま
で
、
全
国
地
域
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
全
国
統
一
重
点

①
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

②
振
り
込
め
詐
欺
、
還
付
金

詐
欺
の
被
害
防
止

③
侵
入
窃
盗
、
ひ
っ
た
く
り

及
び
性
犯
罪
の
被
害
防
止

▽
多
摩
中
央
警
察
署
独
自
の

重
点

○
車
上
狙
い
の
被
害
防
止

 
多
摩
稲
城
市
民防

犯
の
つ
ど
い 

　

全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
多
摩
稲
城
市
民
防
犯

の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月
９
日（
木
）

１０

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

▽
内
容　

第
１
部
＝
式
典
、
第

２
部
＝
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
う
た
の
お
姉

さ
ん
」
と
し
て
活
躍
し
た
声
楽

家
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ　

多
摩
中
央
警

察
署　

1　

・
０
１
１
０
、
市

３７５

役
所
総
務
課
総
務
係

り※
今
年
は
コ
ー
ス
を
見
直
し
、

「
押
立
・
矢
野
口
コ
ー
ス
」
と

「
市
役
所
コ
ー
ス
」
に
大
丸
地

区
を
取
り
込
み
、
円
滑
な
運
行

を
行
い
ま
す
。

※　

月　

日（
土
）の
「
平
尾
・

１０

２５

坂
浜
コ
ー
ス
」
の
最
終
か
ら
２

便
と
「
若
葉
台
コ
ー
ス
」
の
最

終
便
は
、駒
沢
学
園
バ
ス
停（
和

楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
）
を
経

由
し
ま
す
。

▽
運
行
時
間　

９
時　

分
〜
５

３０

時
（
運
行
間
隔
は
約　

分
〜　

２０

３０

分
。
交
通
状
況
に
よ
り
変
わ
り

ま
す
）

※　

月　

日（
日
）は
、
午
後
５

１０

２６

時　

分
ご
ろ
ま
で
運
行
し
ま
す
。

３０
▽
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課

協
働
推
進
係

ＩＩののままちち いいななぎぎ市市民民祭祭
あい

1100月月2255日日（（土土））・・2266日日（（日日））

無無料シャトル料シャトルバスをバスを
運行します運行します

　

月　

日（
土
）開
催

１１

１５

稲
城
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８

出出
店
者
募
集
！

店
者
募
集
！

 

フ
リ
ー

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭

で
は
、　

月　

日（
土
）・　

日

１０

２５

２６

（
日
）に
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
会
場
（
総
合
体

育
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の

駐
車
場
は
、
当
日
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
臨

時
駐
車
場
の
駐
車
台
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
場
の

際
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
ま

た
は
路
線
バ
ス
、 　
 
バ
ス
な
ど

あ
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
運
行
ル
ー
ト　

右
図
の
と
お

▲人気のフリーマーケット

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街

安
心
の
街

全全
国
地
域

国
地
域

安
全
運
動

安
全
運
動

　
　

月月　

日（
土
）

日（
土
）

１０１０

１１１１
〜〜　

日（
月
）

日（
月
）

２０２０

第
７
回

チケット好評販売中！

和楽器コンサート和楽器コンサート
日日本が誇る本が誇る
和太鼓演奏の第一人者和太鼓演奏の第一人者

林 英哲 林 　 英  哲 
はやし えい てつ

▲ ▼林　英哲

10月25日（土）10月25日（土）



２０・１０・１ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

　南山東部土地区画整理事業については、広報いなぎ７月１５日号で
事業に至る経過や事業の概要などをお知らせしました。
　今回は、この土地区画整理事業に関し、多数の市民の皆様の署名
を添えた次のような要望書をお受けしたことから、これに対する市
としての見解を特集でお伝えします。

▽問い合わせ　開発調整課開発調整係

　

要
望
書
・
署
名
は
南
山
問
題

市
民
連
絡
会
か
ら
８
月　

日
付

１１

け
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
要

望
の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
の
も

の
で
す
。

　

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
組

合
事
業
に
つ
い
て
、
稲
城
市
は

工
事
着
工
前
に
計
画
の
全
貌
を

市
民
に
明
ら
か
に
し
て
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
全

市
民
的
な
議
論
を
行
い
、
稲
城

市
と
し
て
の
最
終
的
方
針
を
決

定
す
る
事
を
求
め
ま
す
。

　

署
名
数
に
つ
い
て
は
、
重
複

署
名
や
市
外
在
住
者
の
署
名
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
署
名
総
数
が

約
２
万
人
、
稲
城
市
民
は
そ
の

内
３
分
の
２
程
度
で
し
た
。

　

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
崖
地
や
よ
み
う
り
ラ
ン

ド
通
り
の
改
修
な
ど
こ
の
地
域

が
抱
え
て
き
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
土
地
所
有
者
や
南
山

の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
利
害
関

係
市
民
の
皆
さ
ん
が
長
年
に
渡

り
事
業
化
を
切
望
し
、
検
討
を

重
ね
て
き
た
結
果
、
土
地
権
利

を
お
持
ち
の
市
民
の
皆
さ
ん
自

ら
が
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、
権
利
者
や
直

接
利
害
関
係
に
あ
る
市
民
の
皆

様
の
立
場
は
、
法
的
に
も
実
態

と
し
て
も
最
も
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
良
好
な
緑

を
で
き
る
だ
け
保
全
す
べ
き
と

い
う
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
に
も
応
え
る
た
め
、
長
期
総

合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
お
い
て
こ
の

　

本
事
業
は
権
利
者
が
組
織
す

る
土
地
区
画
整
理
組
合
が
施
行

す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
要
望
書
に
つ
い
て
南
山

東
部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
意

見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
要
望
の
趣
旨
に
つ
い

て
、
本
組
合
と
致
し
ま
し
て
は

平
成　

年
か
ら
平
成　

年
に
か

１３

１４

け
て
実
施
し
た
環
境
影
響
評
価

手
続
に
お
い
て
広
く
都
民
の
意

見
を
聞
く
場
を
設
け
、
直
接
的

な
市
民
的
議
論
を
経
て
お
り
、

そ
の
後
も
引
き
続
き
、
地
元
自

然
保
護
団
体
と
し
て
「
南
山
の

自
然
を
守
る
会
」
を
中
心
に
協

議
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
従
っ

て
、
本
組
合
は
、
当
初
か
ら
市

民
的
議
論
の
場
を
設
け
、
こ
れ

安安全全でで緑緑豊豊かかななままちちづづくくりりをを目目指指ししてて

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

と
平
行
し
て
法
令
に
従
い
行
政

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
組
合
設

立
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
般
こ
れ

ら
の
経
緯
を
全
く
無
視
し
、
本

組
合
の
設
立
に
際
し
て
、
市
民

的
議
論
が
全
く
な
か
っ
た
と
い

う
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
環
境
影
響
評
価
条
例
手
続

を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も
の
と

考
え
、
本
組
合
が
真
摯
に
法
令

に
従
い
事
業
を
行
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
到
底
納
得
で
き
る

も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
今
回
の
要
望
に
は
、
新

た
に
移
り
住
ん
だ
方
々
も
加
わ

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
聞

き
し
ま
す
が
、
新
た
に
引
っ
越

し
て
き
た
方
々
に
対
し
、
そ
の

都
度
、
環
境
影
響
評
価
手
続
の

地
域
の
整
備
の
有
り
方
を
提
起

し
、
市
民
会
議
や
議
会
な
ど
で

ご
議
論
い
た
だ
き
な
が
ら
、
南

山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

位
置
付
け
を
整
理
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
主
体
で
あ
る
組

合
で
は
、
こ
う
し
た
市
の
整
備

方
針
に
も
従
い
、
組
合
設
立
の

前
段
に
お
い
て
環
境
影
響
評
価

の
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く
都

民
か
ら
の
ご
意
見
、稲
城
市
長
・

川
崎
市
長
か
ら
の
意
見
な
ど
も

聴
取
し
た
中
で
、
通
常
の
法
定

要
件
以
上
の
公
園
緑
地
を
確
保

し
た
事
業
計
画
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
緯

を
経
て
、　

年
４
月
に
組
合
の

１８

設
立
認
可
を
取
得
し
、
既
に
事

業
着
手
し
て
か
ら
３
年
目
に
入

っ
て
い
る
も
の
で
す
。そ
し
て
、

市
の
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
市

内
容
説
明
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
と
い
う
不
条
理
な
要
求
に
応

じ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
組
合
は
、
平
成　
１８

年
４
月　

日
に
設
立
し
て
以
来
、

１２

順
調
に
事
業
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
借
り
入
れ
に
対
す

る
利
息
金
や
事
務
所
の
維
持
費

等
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
に
事
業
を
完
成
す
る
こ
と

を
組
合
員
は
強
く
望
ん
で
お
り
、

こ
の
場
に
及
ん
で
更
に
時
間
を

か
け
て
復
習
的
な
市
民
的
議
論

を
す
る
事
は
、
本
組
合
役
員
と

致
し
ま
し
て
も
、
新
た
な
利
息

負
担
等
を
組
合
員
に
追
加
減
歩

と
し
て
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、対
応
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
経
過
か
ら
、
こ
の
度

の
市
民
的
議
論
を
求
め
る
要
請

の
趣
旨
に
対
し
、
全
く
道
理
を

無
視
し
た
要
求
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
組
合
は
到
底
承
服
で
き

る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
会
に
お
い
て
も
、　

年
３
月

１８

か
ら
本
年
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、

組
合
へ
の
補
助
金
の
予
算
を
可

決
し
、
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
事
業
は
こ

れ
ま
で
に
様
々
な
手
続
き
や
議

論
を
経
た
中
で
、
市
と
し
て
の

最
終
的
な
方
針
を
決
定
し
た
上

で
事
業
実
施
に
至
っ
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
の

成
否
の
議
論
を
今
と
な
っ
て
行

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
署
名

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
が
こ
の
事
業
に
対
し
、
様

々
な
疑
問
や
不
安
を
抱
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
正

確
な
情
報
を
お
伝
え
し
、
こ
の

事
業
が
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

事
業
で
あ
る
こ
と
、
市
民
に
と

っ
て
も
有
益
な
事
業
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、

組
合
と
共
に
市
と
し
て
も
努
め

て
参
り
ま
す
。

市
の
見
解

市
の
見
解

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
見
解

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
見
解

要
望
書
・

要
望
書
・

署
名
の
概
要

署
名
の
概
要

組組合合とと「「南南山山のの自自然然をを守守るる会会」」ととのの
相相互互協協議議

　組合では長年にわたり本事業について積極的に意見を提示し活動
をされている「南山の自然を守る会」の皆さんと組合設立認可後も
緑と自然の保全について継続して協議を行っています。これは、こ
れまでの経緯や利害関係市民の皆さんの立場と、より多くの良好な
緑を残せないだろうかという市民の思いを両立させるために「組合」
と「南山の自然を守る会」の皆さんとが相互に理解を深める努力を
してきたことにより実現できたものであると考えています。
　今後とも、こうした相互理解に立った上で良識的で実のある議論
が行われ、多くの市民の皆さんに愛されるよりよいまちづくりが実
現するよう、市としても市民相互の橋渡しに努めてまいります。

特集Ⅱ
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水がたまりやすい地層�

水がたまる�

土砂が滑り出す�

水を通しにくい地層�

土砂が滑り出す�

水の力で土砂が�
浮き上がる�

雨水がしみ込む�

水を通しにくい地層�

　

地
面
は
、
固
さ
や
性
質
の
違

う
土
や
石
が
、
い
く
つ
も
の
層

（
地
層
）に
積
み
重
な
っ
て
で
き

て
い
ま
す
。
水
を
溜
め
や
す
い

地
層
と
水
を
通
し
に
く
い
地
層

が
重
な
っ
て
い
る
と
、
地
中
に

浸
み
込
ん
だ
雨
水
は
水
を
通
し

に
く
い
地
層
の
上
に
た
く
さ
ん

　

斜
面
崩
壊（
ガ
ケ
崩
れ
）の
危

険
度
を
考
え
る
目
安
と
し
て
は
、

角
度
が　

度
以
上
、
か
つ
高
さ

３０

が
５
ｍ
以
上
あ
る
斜
面
に
お
い

て
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
も
の

と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

砂
遊
び
で
山
を
造
ろ
う
と
し
て

も
、
あ
る
一
定
の
角
度
以
上
に

山
を
造
る
の
は
難
し
い
の
と
同

様
に
、
土
砂
が
崩
れ
た
時
、　
３０

〜　

度
の
範
囲
で
収
ま
る
こ
と

４０

か
ら
、　

度
を
判
断
の
目
安
と

３０

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
見
事
な
森
林
に
覆
わ

れ
て
い
る
斜
面
で
あ
っ
て
も
、

岩
や
土
が
露
出
し
て
い
る
斜
面

と
同
様
に
危
険
と
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。
森
林
は
ガ
ケ
崩
れ
に

対
し
て
抑
止
効
果
は
な
く
、
む

し
ろ
台
風
時
な
ど
、
雨
で
地
盤

が
緩
ん
で
い
る
時
に
、
強
風
で

木
や
竹
や
ぶ
が
あ
お
ら
れ
る
と

そ
の
衝
撃
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
文
字
通
り
根
こ
そ
ぎ
、
一
気

に
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

南
山
東
部
地
区
で
は
京
王
線

沿
い
の
土
砂
採
取
跡
や
根
方
谷

戸
、
地
区
内
の
谷
戸
な
ど
、　
３０

　

ま
た
、
土
地
の
崩
壊
に
対
す

る
安
全
性
を
考
え
る
上
で
は
傾

斜
角
度
以
外
に
も
、
中
越
地
震

や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
も

話
題
と
な
っ
た
地
す
べ
り
と
い

う
現
象
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

　

地
す
べ
り
の
対
策
と
し
て
は
、

過
度
に
水
を
地
中
に
た
め
な
い

こ
と
や
す
べ
り
面
に
関
す
る
対

策
な
ど
を
行
い
ま
す
。
造
成
工

事
に
あ
た
っ
て
は
大
地
震
時
に

お
い
て
も
地
す
べ
り
や
液
状
化

な
ど
の
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
こ
う
し
た
対
策
に
関
す
る
基

準
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
中
越
地
震
の
調
査
に
も

あ
た
っ
た
専
門
家
な
ど
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
こ
う
し
た
最

新
の
基
準
に
の
っ
と
り
降
雨
や

大
地
震
な
ど
も
考
慮
し
た
万
全

な
対
策
を
施
す
こ
と
で
、
最
高

レ
ベ
ル
の
安
全
な
造
成
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

た
ま
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
、

そ
の
地
層
を
境
目
に
、
上
の
地

面
が
た
ま
っ
た
水
の
力
で
持
ち

上
げ
ら
れ
て
、
塊
の
ま
ま
ゆ
っ

く
り
と
滑
り
だ
し
ま
す
。
こ
れ

が
地
す
べ
り
で
す
（
左
図
参

考
）。

　

南
山
東
部
地
区
の
現
在
の
急

傾
斜
地
で
は
、
締
め
固
ま
り
の

極
め
て
弱
い
崩
落
土
砂
（
Ｎ
値

で　

以
下
）
が
数
十
メ
ー
ト
ル

１０
も
堆
積
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

土
砂
は
雨
水
を
た
め
込
み
や
す

い
た
め
、
大
雨
や
長
雨
な
ど
の

状
況
下
で
地
震
な
ど
が
お
き
た

場
合
、
液
状
化
や
地
す
べ
り
な

ど
の
崩
壊
を
お
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

南山のガケは安全？

　「南山の現在のガケは基本的な崩壊はな

く、造成工事を行うことがかえって危険で

ある」という、誤った情報が流れているた

め、斜面地の危険性について説明します。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
な
ど
の

強
い
雨
が
降
っ
た
時
、
庭
先
な

ど
は
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
は
よ
く
締
ま
っ
た

土
に
お
い
て
は
、
雨
が
浸
透
す

る
早
さ
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、

あ
る
程
度
以
上
の
強
さ
の
雨
で

は
地
表
面
に
溜
水
し
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
造
成
工
事
に

お
い
て
強
い
雨
に
対
し
て
は
、

地
表
面
を
流
れ
て
円
滑
に
排
水

さ
れ
る
よ
う
に
対
策
を
施
し
ま

す
。
本
事
業
で
は
そ
う
し
た
豪

雨
に
対
す
る
排
水
対
策
も
十
分

に
図
ら
れ
た
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
地
す
べ
り
な
ど
、
地
盤
の

挙
動
に
対
す
る
雨
の
影
響
を
考

え
る
上
で
は
、
平
均
降
水
量
の

条
件
で
、
十
分
な
安
全
性
を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

地
す
べ
り
は
、
地
面
が
大
き

な
固
ま
り
の
ま
ま
、
下
に
向
か

っ
て
ズ
ル
ズ
ル
動
き
出
す
こ
と

を
い
い
、
緩
い
傾
き
の
斜
面
で

も
起
き
る
現
象
で
す
。
地
す
べ

り
は
一
定
の
条
件
の
地
層
、
地

質
に
お
い
て
生
じ
ま
す
が
、
通

常
、そ
の
動
き
は
ゆ
っ
く
り
で
、

年
間
で
数
セ
ン
チ
と
目
に
見
え

な
い
程
度
で
す
。
し
か
し
、
長

雨
な
ど
を
き
っ
か
け
に
突
然
数

メ
ー
ト
ル
動
き
出
す
こ
と
や
、

地
震
を
き
っ
か
け
と
し
て
起
こ

る
場
合
は
、
一
瞬
で
大
規
模
な

崩
壊
が
起
き
る
た
め
、
大
変
大

き
な
被
害
が
生
じ
ま
す
。

地地
すす
べべ
りり
のの危危

険険
性性

度
を
超
え
る
斜
面
地
が
散
在
し
、

こ
う
し
た
箇
所
で
は
現
在
も
し

ば
し
ば
ガ
ケ
崩
れ
が
生
じ
て
お

り
、
決
し
て
安
全
と
言
え
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地地
すす
べべ
りり
のの仕仕

組組
みみ

地地
すす
べべ
りり
対対
策策
にに

対対
すす
るる
雨雨
のの

強強
ささ
のの
影影
響響

南南
山山
東東
部部
地地
区区
のの

造造
成成
工工
事事

▲

危
険
な
ガ
ケ
地
が
散
在

斜斜
面面
のの
安安
定定
角角
度度

「南山東部土地区画整理事業に関する要望書」の１０項目の意
見に関する組合と市の見解については、市ホームページ及び
開発調整課でご覧になれます。●昭和４５年１２月　市街化区域、市街化調整区域の決定。南山地区を含む三沢

川右岸地域は市街化区域に決定される。
●昭和４７年５月　豪雨により現京王相模原線沿線の土砂採取場跡地で大規模
崩落発生
●昭和５１年９月　台風１７号により根方谷戸でてっぽう水発生。ランド通りが数
日間通行止めとなる。同地にあったキャンプ場が流され、翌年から百村へ移る。
●昭和５１年１１月　稲城市長期総合計画前期基本計画策定。南山地域について
は区画整理の動きがあり、緑地保全などの面を考慮しながら、良好な環境を
有する地域として開発を検討することとされる。
●昭和５６年　東長沼地区組合設立準備会発足
●昭和５７年３月　現京王相模原線沿線の土砂採取場跡地に設けられた土砂流
出防止のため池で死亡事故発生
●昭和５７年８月　台風８号により根方谷戸でてっぽう水発生。昭和５５年から、
同地へキャンプ場を戻していたが再度流され、翌年から坂浜に移る。
●昭和５９年３月　稲城市長期総合計画後期基本計画策定。百村・東長沼・矢野
口の３地区において組合設立に向けて準備中であることが示される。防災、緑
地保全、都市景観面への配慮した中で区画整理の事業化を目指すこととされる。
●昭和６０年　矢野口地区組合設立準備会発足
●昭和６１年　基礎調査実施
●平成３年３月　稲城市第二次長期総合計画策定。南山地区（１４４ヘクタール）
については組合方式の土地区画整理事業を目指し早期事業化に努めることと
される。
●平成５年２月　坂浜、百村地区の調整がつかないことから、東長沼・矢野
口の２地区合同による南山東部地区組合設立準備会発足
●平成６年　西山地区を区域編入
●平成７年　百村地区の一部を区域編入

●平成７年　稲城の自然と子どもを守る会（現　南山の自然を守る会）から基
本構想に対する陳情署名が提出され、議会審議により趣旨採択となる。
●平成１０年　環境影響評価調査を開始
●平成１３年３月　第三次稲城市長期総合計画策定。組合施行の土地区画整理
事業の円滑な推進に向け支援していくこととされる。
●平成１３年５月　環境影響評価書案の住民説明会開催
●平成１３年６月　環境影響評価書案に関する意見公聴会を東京都が開催
●平成１３年７月　上記評価書案に関する稲城市長、都民６６２６通、川崎市長、
川崎市民４７２通の意見書を都知事から組合へ送付
●平成１３年９月　南山の自然を守る会（以下「守る会」）から陳情署名が提出
され、議会審議により趣旨採択となる。
●平成１４年４月　守る会と組合の話し合いの場を設けることを決定
●平成１４年１０月　環境影響評価書公示
●平成１５年　守る会とオオタカに関する保全策検討開始。合同調査やモニタ
リングを合同実施、現在も継続中
●平成１５年３月　南山グランド脇の崖地において崩落土砂に児童が埋まる事
故が発生するが無事救助される。
●平成１５年３月　都市計画マスタープラン策定
●平成１７年１２月　事業計画の縦覧。翌年２月、意見口頭陳述会を東京都が開催
●平成１８年４月　組合設立認可
●平成１８年４月　守る会と組合において協議会設立の調印
●平成２０年５月　事業計画変更の縦覧。７～８月、意見口頭陳述会を東京都
が開催
●平成２０年９月　事業計画変更認可

事 業 の 経 過事 業 の 経 過
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体育の日スポーツフェアプログラム
３時４０分～　
午後９時３０分１２時３０分～３時３０分９時～正午

個人開放
バドミントン（８面）
卓球（１０台）

卓球（１６台）バドミントン（８面）

メインアリーナ 各競技連盟による指導が受けられます。
体力テスト　１０時～３時
握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、開眼片足立ち

個人開放
バスケットボール

２時３０分（予定）～
ヴェルディ選手との
ふれあいイベント

９時～１時３０分
個人開放　バスケットボール

ウエルネス
アリーナ

個人開放　ファミリーピンポンレクリエーションルーム
個人開放　幼児などが運動に親しめる遊具があります。ちびっこプレイルーム

※小学４年生
以上の方が
対象です。

３時３０分～４時
お手軽予防トレー
ニング

２時～３時２０分
バランスエクサ
サイズ

１時～１時５０分
簡単にできる関節
体操

１０時～１１時５０分
バレエ式開脚スト
レッチ

柔道場
剣道場

弓道開放（１６歳以上）　競技連盟による指導が受けられます（３時まで）。弓道場
フライングディスク（９時３０分～１２時３０分、１時～３時）　※雨天中止中　庭
健康まつり（１０時～３時）１階ロビーなど
フットサル大会（９時～２時）　※雨天中止総合グラウンド
野球記録会・巨人軍ＯＢによる親子野球教室
（９時～２時）　※雨天中止中央公園野球場

※プログラムの内容は、都合により変更する場合があります。
※トレーニングルーム、ランニング走路は有料です。
※総合体育館には、室内用のシューズを必ずお持ちください。

会場
時間

な
っ
た
た
め
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
や
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
文
化

が
育
っ
て
い
な
い
。
サ
ッ
カ

ー
Ｊ
リ
ー
グ
は
、
地
域
主
体

で
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
の
公
共

財
と
し
て
育
て
て
い
こ
う
と

し
て
、
雪
国
の
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
な
ど
も
努
力
し
成

功
し
つ
つ
あ
る
。
野
球
も
楽

天
・
日
本
ハ
ム
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
拠
点
地
域
を
持
ち
観

客
数
を
増
や
し
て
い
る
。
プ

ロ
野
球
も
こ
の
流
れ
に
は
逆

ら
え
な
い
し
、
学
校
と
企
業

主
体
は
日
本
、
韓
国
、
台
湾

だ
け
で
地
域
主
体
は
世
界
の

流
れ
だ
。
今
進
め
て
い
る
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
は
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の

と
思
う
。

　

も
う
一
つ
旧
態
依
然
と
し

て
い
る
の
が
国
民
体
育
大
会

だ
。
日
本
で
最
高
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
う
た
っ
て
い
る
が
、

い
つ
・
ど
こ
で
や
っ
て
い
る

の
か
さ
え
、
一
般
の
人
は
誰

も
知
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
参
加

し
て
い
な
い
。
支
援
さ
れ
て

い
る
皇
族
の
皆
さ
ん
に
も
失

礼
だ
。
国
体
は
４
年
に
１
回

と
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予

選
を
兼
ね
る
よ
う
な
改
革
が

必
要
だ
」
と
。

　

国
体
を
経
験
し
た
多
く
の

市
長
は
、
開
催
県
が
総
合
優

勝
す
る
仕
組
み
の
矛
盾
や
、

施
設
や
開
催
経
費
の
負
担
を

身
を
も
っ
て
経
験
し
て
お
り
、

こ
こ
で
全
国
青
年
市
長
会
内

に
国
体
改
革
を
検
討
し
て
い

く
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
く

こ
と
に
全
員
が
賛
同
し
ま
し

た
。
今
後
、
全
国
青
年
市
長

会
と
し
て
意
見
を
取
り
ま
と

め
、
全
国
市
長
会
に
提
言
す

る
こ
と
に
な
り
、
実
り
あ
る

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

直
前
に
全
国
青
年
市
長
会
の

総
会
が
開
か
れ
、
北
京
か
ら

帰
国
し
た
ば
か
り
の
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
二
宮

清
純
氏
の
ホ
ッ
ト
な
講
演
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
二

宮
氏
は
映
像
よ
り 
痩  
身 
で
、

そ
う 
し
ん

情
熱
的
に
語
り
続
け
ま
し
た
。

「
１
週
間
北
京
に
滞
在
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
し
た
。

野
球
で
星
野
ジ
ャ
パ
ン
は
、

韓
国
に
２
回
も
敗
北
し
た
。

日
本
が
勝
て
な
い
理
由
は
、

向
こ
う
は
メ
ダ
ル
を
取
れ
ば

徴
兵
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
方

向
決
定
づ
け
）
が
働
い
て
い

る
。
星
野
ジ
ャ
パ
ン
は
高
級

ホ
テ
ル
住
ま
い
で
、
飛
行
機

も
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
で
ハ

ン
グ
リ
ー
さ
が
な
い
。
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
体
の
大
き

い
柔
道
選
手
で
も
み
な
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で
頑
張
っ
て

い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
の

語
源
に
は
「
遊
び
娯
楽
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
が
、
日
本

で
は
「
体
育
」
と
誤
訳
し
て

し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
は
学
校
と
企
業
が
中
心
と

 
二  
宮  
清 

に
の 
み
や 
せ
い 

純 
氏
の

じ
ゅ
ん講

演
を
聞
く

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１９２�１９２�

○
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

○
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転

さ
せ
な
い
、
車
を
貸
さ
な
い

○
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を
出

さ
な
い
、
勧
め
な
い

　

東
京
都
と
警
視
庁
は
、
都
内

の
飲
食
店
な
ど
の
協
力
企
業
･

団
体
と
連
携
し
て
、
「
飲
酒
運

転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
･
地
域
･
職
場
で
、
飲

酒
運
転
の
責
任
の
重
大
さ
や
命

の
尊
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
設
け
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係
、
多
摩
中
央
警
察
署

1　

・
０
１
１
０

３７５

　

今
年
は
、
稲
城
市
薬
剤
師
会

に
よ
る
「
ス
ト
レ
ス
度
測
定
」

「
脳
年
齢
測
定
」「
お
薬
相
談
」、

稲
城
市
栄
養
連
絡
会
に
よ
る「
地

域
の
食
育
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
」

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
「
口
臭

測
定
」「
お
肌
水
分
測
定
」「
骨

密
度
測
定
」
の
他
、
「
歯
科
相

談
」
や
「
栄
養
相
談
」
な
ど
も

行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
じ
っ
く
り
、

あ
な
た
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　
　

月　

日（
祝
・
月
）

１０

１３

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
会
場　

総
合
体
育
館

※
く
じ
ら
橋
下
に
臨
時
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
団
体　

稲
城
歯
科
医
会
、

東
京
都
薬
剤
師
会
南
多
摩
支
部

稲
城
市
薬
剤
師
会
、
東
京
都
獣

医
師
会
南
多
摩
支
部
稲
城
部
会
、

東
京
都
臨
床
検
査
技
師
会
、
東

京
都
薬
物
乱
用
防
止
推
進
稲
城

市
協
議
会
、
稲
城
市
健
康
な
食

事
づ
く
り
推
進
員
会
、
稲
城
市

栄
養
連
絡
会
（
い
な
ぎ
栄
養
士

ク
ラ
ブ
、私
立
向
陽
台
保
育
園
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
ひ
ら
お
苑
、

支
え
合
う
会
み
の
り
、
東
京
都

南
多
摩
保
健
所
）

▽
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康

推
進
係

　

市
が
施
行
す
る
稲
城
南
多
摩

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

国
や
都
の
各
種
補
助
金
な
ど
を

導
入
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、　

年
度
か
ら　

１６

２０

年
度
に
か
け
て
導
入
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
で
は
、

事
業
実
施
前
の
計
画
段
階
に
お

い
て
数
値
目
標
を
定
め
、
補
助

最
終
年
度
に
そ
の
目
標
達
成
状

況
に
つ
い
て
事
後
評
価
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
ま
で
の
目
標

達
成
状
況
を
ま
と
め
た
事
後
評

価
原
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

▽
期
間　
　

月　

日（
金
）〜　

１０

１０

２４

日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

▽
時
間　

８
時　

分
〜
５
時

３０

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

区
画

整
理
課
南
武
線
・
三
駅
整
備
係

　

話
し
手
の
石
坂
さ
ん
は
、
子

供
の
頃
苦
手
だ
っ
た
と
い
う「
運

動
」
を
、
今
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

「
人
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自

分
を
変
え
ら
れ
る
」
と
、　

代
３０

か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
、　
１０

月
に
行
わ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
」
の　
１０

キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
都
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
す
。

　

素
敵
な
自
分
で
い
る
た
め
に
、

石
坂
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
自
分

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　
　

月
３
日（
金
）

１０

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
話
し
手　

石
坂　

淑
子
氏（
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
精
神

　

市
と
稲
城
消
防
署
で
は
、
毎

年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
多
発
す

る
枯
れ
草
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

市
内
の
空
き
地
を
調
査
し
、
雑

草
が
生
い
茂
る
空
き
地
の
所
有

者
や
管
理
者
に
刈
り
取
り
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
道
路
ぎ
わ
や
住
宅
が
接

し
て
い
る
場
所
は
火
災
が
発
生

す
る
と
危
険
で
す
の
で
、
早
め

に
枯
れ
草
な
ど
を
刈
り
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放
置
し

な
い
よ
う
、
放
火
対
策
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
警
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

危
険
な
場
所
の
草
刈
り
を
！

危
険
な
場
所
の
草
刈
り
を
！

「
枯
れ
草
火
災

「
枯
れ
草
火
災
」」

を
防
ご
う

を
防
ご
う

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

誰誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

金金
曜
サ
ロ
ン

曜
サ
ロ
ン

ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
ペ
シ
ャ
ル

 

今今
の
自
分
は

の
自
分
は

素
敵
で
す
か
？

　

素
敵
で
す
か
？

輝
い
て
い
ま
す
か
？

輝
い
て
い
ま
す
か
？

公
表
し
ま
す

公
表
し
ま
す

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

交
付
金
制
度
の

　

交
付
金
制
度
の

事
後
評
価
原
案

事
後
評
価
原
案

保
健
福
祉
士
、
百
村
在
住
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協

働
推
進
課
）h

ttp
:/
/
w
w
w
.

i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/

体体
育
の
日

育
の
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

月月

日日（（
祝祝
・・
月月
））

１１００

１１３３総総
合合
体体
育育
館館
ほほ
かか

　

市
で
は
、
「
市
民
ひ
と
り
１

ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指
し
、　

月
１０

　

日
の
体
育
の
日
に
総
合
体
育

１３館
な
ど
を
無
料
開
放
し
て
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
気
軽
に
体
を
動
か

せ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
各
種

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月　

日（
祝
・
月
）

１０

１３

▽
時
間　

９
時
〜
午
後
９
時　
３０

分▽
会
場　

総
合
体
育
館
ほ
か

※
く
じ
ら
橋
下
に
臨
時
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。

▽
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
問
い
合
わ
せ　

体
育
課
体
育

　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座

体
前
屈
、
反
復
横
跳
び
、
立
ち

幅
跳
び
、
開
眼
片
足
立
ち
を
行

い
、体
力
年
齢
を
判
定
し
ま
す
。

健
康
体
操

い
な
ぎ

健
康
体
操　

い
な
ぎ

inin

柔
道
場
・
剣
道
場
／

時
〜
４
時

柔
道
場
・
剣
道
場
／　

時
〜
４
時

１０１０

●
バ
レ
エ
式
開
脚
ス
ト
レ
ッ
チ

●
簡
単
に
で
き
る
関
節
体
操

●
バ
ラ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●
お
手
軽
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
対
象
は
小
学
４
年
生
以
上
の

方
（
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
小

学
１
年
生
か
ら
可
）
で
す
。

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
選
手
と
の

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
選
手
と
の

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
／
２
時

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
／
２
時　

分
〜
分
〜

３０

　

わ
が
ま
ち
稲
城
の
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
の
選
手
と
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

野
球
記
録
会
・
巨
人
軍
Ｏ
Ｂ

野
球
記
録
会
・
巨
人
軍
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
親
子
野
球
教
室

に
よ
る
親
子
野
球
教
室

中
央
公
園
野
球
場
／
９
時
〜
２
時

中
央
公
園
野
球
場
／
９
時
〜
２
時

　

軟
式
野
球
連
盟
に
よ
る
遠
投

な
ど
の
記
録
会
を
行
い
ま
す
。

巨
人
軍
Ｏ
Ｂ
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
親
子
野
球
教
室
を
行
う
予

定
で
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
９
時
〜
２
時

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
９
時
〜
２
時

※
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
。

ヴ
ェル
ディ選手、

ヴ
ェル
ディ選手、

　

　
　
　　
　が
来る!が来る!

　
巨人
軍OB

　
巨人
軍OB

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
！

飲飲
酒
運
転
さ
せ
な
い

酒
運
転
さ
せ
な
い

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月月
１１
日日（（
水水
））〜〜

日日（（
金金
））

１１００

３３１１

あなたの健康度をあなたの健康度を
チェック！チェック！

①血圧測定
②体脂肪測定
③骨密度測定
④口臭測定
⑤お肌水分測定
⑥ストレス度測定
⑦脳年齢測定
⑧健康相談
⑨栄養相談
⑩歯科相談
⑪お薬相談
⑫予防接種相談
⑬覚せい剤等薬物乱用防止ＰＲ
⑭ペットの飼い方相談
⑮健康食品試食
⑯地域の食育活動のパネル展示
⑰その他

　

希
望
す
る
方
に
各
競
技
連
盟

が
技
術
指
導
し
ま
す
。

※
弓
道
競
技
の
対
象
は　

歳
以

１６

上
の
方
で
す
。

体
力
テ
ス
ト

体
力
テ
ス
ト

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
／

時
〜
３
時

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
／　

時
〜
３
時

１０１０

バ
ド
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

弓
道
技
術
指
導

弓
道
技
術
指
導

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
弓
道
場

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
弓
道
場

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の�

　
　
　

健
康
メ
ニ
ュ
ー�

あなたのあなたの　　　　
体力年齢は何歳？体力年齢は何歳？

こころとからだのこころとからだの
健康づくり健康づくり

健康まつり健康まつり
１１００月月１１３３日日（（祝祝・・月月））

総総合合体体育育館館

係



２０・１０・１（５）　代表電話は３７８－２１１１

　

市
で
は
、
屋
外
広
告
物
法
や

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
及
び

稲
城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

市
民
条
例
に
よ
り
、
ま
ち
の
良

好
な
景
観
を
形
成
し
、
公
衆
に

対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
観
点

か
ら
、
屋
外
広
告
物
が
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
道
路
上
な
ど
に

立
て
看
板
を
掲
出
し
た
り
、
電

柱
・
街
路
樹
な
ど
に
は
り
紙
・

は
り
札
を
し
た
り
す
る
行
為
な

ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、　

年
度
か
ら
屋
外

１８

広
告
物
法
や
東
京
都
屋
外
広
告

物
条
例
に
違
反
し
た
広
告
物
を

無
く
し
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
稲
城
市
違
反

広
告
物
撤
去
協
力
員
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
現
在
１
２

７
人
の
方
が
市
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
撤
去
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
撤
去
協

力
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤

の　

歳
以
上
の
方

２０
※
簡
単
な
制
度
説
明
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
登
録
申
請
さ

れ
た
方
に
は
後
日
撤
去
協
力

員
の
委
嘱
を
行
い
ま
す
。

◆
共
通
事
項

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
環
境
保
全
係

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
無
料

で
行
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ガ
ン

な
ど
の
危
険
な
お
も
ち
ゃ
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。　

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

１８

※
雨
天
実
施　

▽
時
間　
　

時
〜
正
午　
　

１０

▽
費
用　

無
料
（
部
品
交
換

の
場
合
は
実
費
負
担
）　
　

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

1

　

・
５
３
７
４

３７９※
開
館
日
は
水
曜
日
と
金
曜

日

　
　

月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

１０
で
す
。
浄
化
槽
は
、
生
活
環
境

の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上

に
必
要
な
施
設
で
す
。し
か
し
、

適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け

れ
ば
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
浄
化
槽
法
で

は
、
浄
化
槽
を
使
用
す
る
方
が

行
う
べ
き
次
の
３
つ
の
義
務
を

定
め
て
い
ま
す
の
で
、
確
実
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

 
３
つ
の
義
務

①
保
守
点
検
（
都
に
登
録
し
た

業
者
に
依
頼
）　

②
清
掃
（
市

の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
）

③
法
定
検
査
（
知
事
指
定
機
関

が
実
施
し
、
①
と
②
を
客
観
的

に
判
断
す
る
検
査
）

※
下
水
道
接
続
な
ど
に
よ
っ
て

浄
化
槽
を
廃
止
し
た
場
合
は
、

　

日
以
内
に
届
け
出
を
お
願
い

３０し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係
、
東
京
都
多
摩

環
境
事
務
所
廃
棄
物
対
策
課　

1　

・　

・
２
６
９
２

０４２

５２８

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、　

年
度
決
算
に
関
す
る

１９

財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
に
収

ま
っ
て
お
り
、
財
政
状
況
が
健

全
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

た
指
標
で
す
。
市
の
会
計
は
、

単
年
度
で
収
支
が
均
衡
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
や
む
を
得
ず

赤
字
が
生
じ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た

赤
字
が
解
消
で
き
な
け
れ
ば
さ

ら
に
累
積
し
て
し
ま
い
、
解
消

不
可
能
な
金
額
に
膨
ら
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
深
刻
な

事
態
に
な
り
ま
す
が
、ま
ず
は
、

赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
に
財
政

規
律
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
と

黒
字
額
を
合
算
し
て
、
市
全
体

の
歳
出
に
対
す
る
歳
入
に
不
足

額
が
あ
る
場
合
、
そ
の
赤
字
額

を
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し

て
得
た
指
標
で
す
。
公
営
企
業

な
ど
の
特
別
会
計
も
す
べ
て
連

結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
全
体

の
財
政
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

連
結
決
算
の
赤
字
も
、
本
来
は

生
じ
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
解

消
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
解
消

期
間
が
長
期
に
及
ん
だ
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
連
結
赤

字
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
早
期
に
十
分
な
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
の
歳
出
の
う
ち
、

借
入
金
に
対
す
る
返
済
や
そ
れ

に
準
じ
た
経
費
を
、
標
準
財
政

規
模
を
基
本
と
す
る
額
で
除
し

て
得
た
数
値
の
３
カ
年
平
均
に

よ
る
指
標
で
す
。
借
入
金
の
返

済
は
義
務
的
経
費
で
あ
り
、
ひ

と
た
び
増
大
し
て
し
ま
う
と
短

期
間
で
削
減
す
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
、
一
定
以
上
の
規
模
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
ま

る
と
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し
、

他
の
経
費
を
節
減
し
な
い
と
収

支
が
悪
化
し
、
赤
字
団
体
に
な

る
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来
的
に
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
実
質
的
な

負
債
を
把
握
し
、
こ
の
将
来
負

担
額
か
ら
そ
の
償
還
に
充
て
る

こ
と
が
可
能
な
基
金
な
ど
の
額

を
差
し
引
い
た
上
で
、
標
準
財

政
規
模
を
基
本
と
す
る
額
で
除

し
て
得
た
指
標
で
す
。
こ
の
比

率
が
高
い
場
合
、
財
政
規
模
に

比
べ
て
将
来
負
担
が
過
大
で
あ

り
、
今
後
の
財
政
運
営
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性
な
ど
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
に
算
定
す
る

も
の
で
、
一
般
会
計
の
実
質
赤

字
に
相
当
す
る
資
金
不
足
額
を
、

営
業
収
益
の
額
な
ど
か
ら
算
定

し
た
事
業
規
模
で
除
し
て
得
た

指
標
で
す
。
公
営
企
業
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
の
日

常
生
活
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
経
営
悪
化
は
多
大
な
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

初
期
段
階
か
ら
自
律
的
な
経
営

改
善
を
促
し
、
個
々
の
公
営
企

業
の
経
営
悪
化
が
一
般
会
計
等

に
与
え
る
影
響
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、市
全
体
の
早
期
健
全
化
・

再
生
の
仕
組
み
と
は
別
に
、
企

業
ご
と
に
財
政
指
標
の
公
表
な

ど
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ

ど
、
料
金
収
入
な
ど
に
よ
っ
て

資
金
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
経
営
状
況
に
問

題
が
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

況
の
注
意
範
囲
、
い
わ
ゆ
る
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
を
示
し
ま
す
。

４
つ
の
比
率
の
う
ち
一
つ
で
も

こ
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

市
議
会
の
議
決
を
経
た
う
え
で
、

財
政
を
立
て
直
す
た
め
の
「
財

政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

 
財
政
再
生
基
準

　

財
政
状
況
の
危
険
範
囲
、
い

わ
ゆ
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
を
示
し

ま
す
。
将
来
負
担
比
率
を
除
く

３
つ
の
比
率
の
う
ち
一
つ
で
も

こ
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は
財

政
破
綻
状
態
に
あ
り
、
市
議
会

の
議
決
を
経
た
う
え
で
、
「
財

政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
国

や
都
の
関
与
の
も
と
で
、
市
の

再
生
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

 
経
営
健
全
化
基
準

　

公
営
企
業
ご
と
の
財
政
状
況

の
注
意
範
囲
、
い
わ
ゆ
る
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
を
示
す
数
値
で
す
。

こ
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

市
議
会
の
議
決
を
経
た
う
え
で
、

経
営
を
立
て
直
す
た
め
の
「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
対
策
と

し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

の
自
家
処
理
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
生

ご
み
処
理
容
器
を
利
用
し
て
、

生
ご
み
を
減
ら
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
容

器（
写
真
参
照
）・
助
成
額
・
取

扱
店

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
・
３
千
円
・

　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
（
農

JA協
）

○
く
う
た
く
ん
・
３
千
円
・
稲

城
市
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

○
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
１
万

円
・
家
電
量
販
店
な
ど

※
購
入
前
に
、
環
境
課
へ
生
ご

み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
購
入
申
請
書

は
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
電

動
生
ご
み
処
理
機
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

募
集
し
ま
す

違違
反反
広広
告告
物物

撤撤
去去
協協
力力
員員

財
政
指
標
を

財
政
指
標
を

公
表
し
ま
す

公
表
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係

▽
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係

健
全
化
判
断
比
率

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況

各
指
標
の
説
明

各
指
標
の
説
明

（
表
１

（
表
１
・・
表
２
参
照
）

表
２
参
照
）

①
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
一
般
会
計
等
の
歳
出
に

対
す
る
歳
入
に
不
足
額
が
あ
る

場
合
、
そ
の
赤
字
額
を
、
市
の

一
般
財
源
の
標
準
規
模
（
標
準

財
政
規
模
）
の
額
で
除
し
て
得

▲くうたくん ▲電動生ごみ処理機

お
も
ち
ゃ
の
病
院

ごみの量（８月）�
家庭ごみ　前年同月比で約3.8％の減量�

　前年同月の一人１日当たり
のごみ量は、燃えるごみ４４８グ
ラム、燃えないごみ４８グラム、
合計４９６グラムだったため、約
３.８％の減となりました。ごみ
減量のために、分別などにご
協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・
リサイクル係

一人１日当たり市内収集量区　分

４３１ｇ１,０８９ｔ燃えるごみ

４６ｇ １１７ｔ燃えないごみ

４７７ｇ１,２０６ｔ合　計

生
ご
み
処
理
容
器

生
ご
み
処
理
容
器

購
入
費
の
一
部
を

購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

各
基
準
値
の
説
明

各
基
準
値
の
説
明

（
表
１

（
表
１
・・
表
２
参
照
）

表
２
参
照
）

 
早
期
健
全
化
基
準

　

市
が
財
政 
破  
綻 
を
来
さ
な
い

は 

た
ん

よ
う
、
早
期
に
是
正
措
置
を
促

す
た
め
に
設
定
さ
れ
た
財
政
状

表１　健全化判断比率

④将来負担
　比　　率

③実質公債費
　比　　　率

②連結実質
　赤字比率

①実質赤字
　比　　率指標

１．４％４．５％非該当
※２

非該当
※１稲城市の数値 

３５０％２５％１７．７７％１２．７７％早期健全化基準

３５％４０％２０％財政再生基準

※１　一般会計等（一般会計と一部の特別会計）の実質収支は黒字ですので、この比率に
は該当しません。

※２　すべての会計を連結した実質収支も黒字ですので、この比率には該当しません。

表２　資金不足比率

⑤－２
下水道事業会計
の資金不足比率

⑤－１
病院事業会計の
資金不足比率

指標

非該当
※４

非該当
※３

稲城市の
数値

２０％経営健全化
基準

※３、※４　いずれの事業も資金不足ではない
ため、この比率には該当しません。

▲コンポスター

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

違違
反反
広広
告告
物物

（（
立立
てて
看看
板板
、、

はは
りり
紙紙
なな
どど
））

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

　

東
京
都
で
は
、　

月
の
１
カ

１０

月
間
を
「
環
境
に
や
さ
し
い
買

い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
と

し
、
期
間
中
、　

月
５
日（
日
）

１０

に
は
「
レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ
ー
」
を

実
施
し
都
民
に
呼
び
か
け
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ぶ

こ
と
や
、
買
い
物
を
す
る
人
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
レ
ジ
袋

を
断
る
、
売
る
人
は
買
い
物
客

に
で
き
る
だ
け
レ
ジ
袋
を
出
さ

な
い
こ
と
を
実
践
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
環
境
に
負
荷
の
少
な

レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ
ー

レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ
ー

　

月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日

月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」」

１０１０
 

浄浄
化
槽
の
適
正
な

化
槽
の
適
正
な

維
持
管
理
を

維
持
管
理
を



２０・１０・１ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

後期高齢者後期高齢者
医療制度医療制度

（長寿医療制度）（長寿医療制度）

⑥⑥

 
健
康
診
査
の
実
施

　

９
月
か
ら　

年
３
月

２１

ま
で
市
内
の
指
定
医
療

機
関
に
お
い
て
受
診
で

き
ま
す
。
対
象
者
に
は

個
人
ご
と
に
受
診
券
を
順

次
発
送
し
て
い
ま
す
。
受

診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
必

ず
予
約
の
う
え
、
受
診
券

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
介
護
保
険
の
生

活
機
能
評
価
の
用
紙
が
同

封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

同
じ
く
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
あ
わ
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

 
葬
祭
費
の
支
給

　

後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
そ
の
葬
祭
を

行
っ
た
場
合
に
葬
祭
費

と
し
て
５
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
会
葬
礼
状
や

葬
祭
費
用
が
分
か
る
領

収
書
の
写
し
を
添
付
し

て
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係

　

義
務
教
育
就
学
児
（
小
・
中

学
生
）
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
「
義
務
教
育
就
学
児
医

療
費
助
成
制
度
」
の
所
得
制
限

額
と
所
得
制
限
に
お
け
る
控
除

額
の
種
類
は
表
１
・
表
２
の
と

お
り
で
す
。　

月
申
請
分
か
ら

１０

は　

年
分
の
所
得
で
審
査
し
ま

１９
す
。
今
ま
で
所
得
超
過
の
た
め

に
医
療
費
が
助
成
さ
れ
な
か
っ

た
方
も
認
定
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
就
学
前
の

乳
幼
児
の
医
療
費
を
助
成
す
る

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」

は
、所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
受
給
す
る

た
め
に
は
、
申
請
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者（
主

な
生
計
者
）
と
お
子
さ
ん
の
保

険
証
の
コ
ピ
ー　

④
保
護
者
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の　

⑤

　

年
１
月
１
日
現
在
稲
城
市
に

２０住
所
の
な
い
方
は
、
当
時
の
住

所
地
の
区
市
町
村
長
が
発
行
す

る　

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

２０

（
児
童
手
当
用
）

※
外
国
籍
の
方
、
お
子
さ
ん
と

別
居
し
て
い
る
方
、
国
民
健
康

保
険
加
入
か
つ
厚
生
年
金
加
入

の
方
は
、
他
に
も
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
郵

送
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

　

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を

策
定
し
、
様
々
な
施
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は　

年
度
を
も
っ

２１

て
前
期
計
画
が
満
了
と
な
る
た

め
、
計
画
を
見
直
し
、　

年
度

２２

か
ら
５
カ
年
の
後
期
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
案
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

策
定
委
員
会
は
公
募
に
よ
る

市
民
委
員
と
、
児
童
福
祉
に
関

す
る
関
係
団
体
の
代
表
者
、
保

健
福
祉
医
療
関
係
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
で

　

歳
以
上
の
方

２０▽
活
動
期
間　
　

月
〜　

年
３

１１

２２

月（
平
日
夜
間
２
時
間
程
度
）

▽
定
員　

若
干
名

▽
応
募
方
法　

Ａ
４
の
用
紙（
様

式
自
由
）
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、応
募
の
動
機
、

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
前
期
・
後
期
）に
対
す
る
私
の

考
え
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（　

字
程
度
）を
記
入
し
て
持
参
、

８００郵
送
、
メ
ー
ル（k

osod
ate@

city
.in
ag
i.lg
.jp

）
の
い
ず
れ

か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
冊
子
を
必
要
な
方
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

月　

日
消
印

１０

２４

有
効

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
保
育
係

　

今
、
最
も
関
心
の
高
い
こ
と

の
一
つ
に
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
認
知

症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
認
知

症
予
防
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

方
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に

６５「
脳
の
機
能
に
関
す
る
簡
単
な

テ
ス
ト
」（　

分
程
度
）を
行
い

４０

ま
す
。

▽
期
日　
　

月　

日（
月
）

１０

２７

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

養
育
家
庭
の
方
々
の
話
を
直

接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

２５

▽
時
間　

２
時
〜
３
時　

分
４５

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人
１００

▽
費
用　

無
料

　

子
ど
も
が
健
全
に
成
長
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
的
な
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
豊
か
に

育
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

都
で
は
親
の
離
婚
・
家
出
・
病

気
・
虐
待
な
ど
の
た
め
に
、
家

庭
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
達
を
、
一
定
期

間
、
養
子
縁
組
を
目
的
と
し
な

い
で
家
庭
に
迎
え
、
心
身
と
も

に
健
全
に
育
て
て
い
た
だ
く「
養

育
家
庭
制
度
」
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

◆
共
通
事
項

▽
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
６
３

３７８

６
６
、
多
摩
児
童
相
談
所　

1

　

・
５
６
０
０

３７２

　

東
京
バ
ス
協
会
が　

歳
以
上

７０

の
都
民
の
方
に
、
都
営
交
通
、

都
内
民
営
バ
ス
な
ど
を
利
用
で

き
る「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
（
申
し
込
み
が

必
要
で
す
）
。
有
効
期
間
は　
２１

年
９
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　
　

歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら

７０
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

都
内
在
住
の　

歳
以

７０

上
の
方

※
寝
た
き
り
の
方
を
除
く
。

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
（
発

行
）
所（
表
１
参
照
）に
下
記
の

必
要
書
類
と
費
用
を
持
参
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

即
日
発
行
し
ま
す
。

▽
費
用
負
担
区
分　

表
２
参
照

▽
必
要
書
類

 
全
員

○
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
か

運
転
免
許
証
）

 
表
２
の対

象
①
に
該
当
す
る
方 

○
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

ア
＝　

年
度
介
護
保
険
料
納
入

２０

（
決
定
）通
知
書
の
所
得
段
階
区

分
欄
に
「
１
」
〜
「
４
」
の
い

ず
れ
か
の
記
載
が
あ
る
も
の

イ
＝　

年
度
住
民
税
非
課
税
証

２０

明
書

ウ
＝
生
活
保
護
受
給
証
明
書

 
表
２
の対

象
②
に
該
当
す
る
方 

○
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

エ
＝
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

交
付
手
続
き
確
認
書
」

オ
＝　

年
度
介
護
保
険
料
納
入

１７

（
決
定
）通
知
書
の
所
得
段
階
区

分
欄
に
「
１
」
〜
「
３
」
の
い

ず
れ
か
の
記
載
が
あ
る
も
の

カ
＝　

年
度
住
民
税
非
課
税
証

１７

明
書

※
イ
、
カ
は
課
税
課
で
発
行
し

て
い
ま
す（
手
数
料　

円
）。

２００

※
エ
は　

年
度
の
住
民
税
が「
課

２０

税
」
で
、　

年
度
の
住
民
税
が

１７

「
非
課
税
」
で
あ
っ
た
方
に
の

み
８
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
無
い
場
合
は　

年
度

１７

の
住
民
税
非
課
税
証
明
書
ま
た

は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　
　

東
京
バ
ス

（社）

協
会　

1　

・
５
３
０
８
・
６

０３

９
５
０
、
市
役
所
高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
係

　

市
で
は
、
車
い
す
や
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー（
寝
台
）の
ま
ま
乗
車

で
き
る
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

高
齢
者
、
障
害
者
、

傷
病
者
な
ど
で
移
動
の
た
め
リ

フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
を
必
要
と

し
て
い
る
方

▽
費
用　

大
型
タ
ク
シ
ー
運
賃

と
同
額

▽
利
用
方
法　

利
用
し
た
い
日

の
前
日
ま
で
に
直
接
タ
ク
シ
ー

会
社
に
電
話
（
1　

・
７
１
１

３７７

１
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

リ
フ
ト
付
き

リ
フ
ト
付
き

タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー

発
行
し
ま
す

発
行
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
パ
ス

シ
ル
バ
ー
パ
ス

養養
育育
家家
庭庭

（（
ほほ
っっ
とと
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
））

体体
験験
発発
表表
会会

養
育
家
庭

養
育
家
庭

（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

制
度
と
は

制
度
と
は

講
演
会

もも
のの
忘忘
れれ

気気
にに
なな
るる
？？

脳脳
はは
使使
っっ
てて鍛鍛

ええ
よよ
うう
！！

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

 

次次
世世
代代
育育
成成

支支
援援
行行
動動
計計
画画

策策
定定
委委
員員
会会委委

員員

所所
得
の
年
度
が

得
の
年
度
が

切
り
替
わ
り
ま
す

切
り
替
わ
り
ま
す

乳乳
幼幼
児児
・・
義義
務務
教教
育育
就就
学学
児児

医医
療療
費費
助助
成成
制制
度度

表２　義務教育就学児医療費助成制度　所得制限
における控除額の種類

 ６０,０００円老人扶養

扶養控除 ４００,０００円特別障害

２７０,０００円その他障害

４００,０００円特別障害

本人該当控除

２７０,０００円その他障害

２７０,０００円 寡  婦 ・
か ふ

 寡  夫 
か ふ

３５０,０００円特別寡婦

２７０,０００円勤労学生

相当額 雑  損 控除
ざっ そん

その他控除 相当額医療費控除

相当額小規模企業共済

 ８０,０００円定額控除（社会保険相当額＝定額）

表１　シルバーパス申込（発行）所

申込（発行）日・時間申込（発行）所

月初めの１０日間
※土・日曜日、祝日を除く。
９時～正午、１時～５時

シルバー人材センター
（地域振興プラザ内）
1３７７－２２１２

毎日
午前８時～午後８時

小田急バス新百合ヶ丘案内所
（小田急線新百合ヶ丘駅バスロータ
リー内）
1０４４－９５２－１２８０

表２　費用負担区分

費用対象

 １,０００円①２０年度の住民税が「非課税」の方

 １,０００円
②税制改正により２０年度の住民税は「課税」である
が、１７年度の住民税は「非課税」であった方
※２０年度経過措置

２０,５１０円③２０年度の住民税が「課税」の方

表１　義務教育就学児医療費助成制度の所得制限額

義務教育就学児医療費助成制度

厚生年金など加入者国民年金加入者税法上の
扶養人数

５,３２０,０００円４,６００,０００円０人

５,７００,０００円４,９８０,０００円１人

６,０８０,０００円５,３６０,０００円２人

６,４６０,０００円５,７４０,０００円３人

６,８４０,０００円６,１２０,０００円４人

７,２２０,０００円６,５００,０００円５人

※この表の金額と比べるのは、あなたの所得（源泉徴収
票の「給与所得控除後の金額」、市・都民税特別徴収税
額通知の「総所得金額①」、確定申告書の「所得金額の
合計」を参考にしてください）から、下記の控除額を引
いた金額です。



２０・１０・１（７）　代表電話は３７８－２１１１

だ
よ
り�

商  

工  

会�

　

日
本
古
来
の
音
楽
や
舞
、
平

安
時
代
に
新
し
く
作
ら
れ
た
歌

曲
を
含
め
た
総
称
を
「
雅
楽
」

と
呼
び
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

１１

▽
時
間　

３
時
〜
４
時

▽
会
場　

駒
沢
学
園
記
念
講
堂

▽
費
用　

無
料

▽
内
容　

曲
目
「 
越 え 
殿  
楽 
」
他

て
ん 

ら
く

（
演
奏　
 
曹  
洞 

そ
う 
と
う 
韶 

し
ょ
う 
音  
会 
）、
楽
器

お
ん 

か
い

な
ど
の
紹
介

▽
申
し
込
み
方
法　

事
前
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

駒
沢
学
園
稲
城
キ
ャ
ン
パ
ス 
 

 
開
設　

周
年
イ
ベ
ン
ト

２０

　
 
雅  
楽  

が 

が
く

▽
期
日　
　

月　

日（
木
）

１１

２０

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

都
庁
会
議
室

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１５

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き（
一

人
１
通
の
み
有
効
）
に
住
所
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

都
営
水
道
使
用
地
域

在
住
者
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

２５

▽
時
間　
　

時
〜
３
時　

分（
予

１０

３０

定
）

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１５０

▽
費
用　

無
料

参
加
者
募
集

 
玉
川
上
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
時
間　
　

時　

分

１２

４５

▽
会
場　

東
京
都
多
摩
教
育
セ

ン
タ
ー（
都
立
多
摩
図
書
館
内
）

▽
内
容　

脇　

明
子
氏
の
講
演

「
読
む
力
は
生
き
る
力
」
、
子

供
読
書
実
践
報
告

▽
定
員　
　

人
３００

▽
費
用　

無
料

▽
応
募
方
法　
　

月　

日
（
消

１０

２９

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

か
メ
ー
ル（K

ou
en
@
lib
rary
.

m
etro.tok

y
o.jp

）
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
を
記
入
し
て
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

都
立

多
摩
図
書
館
（
〒　

・　

立
川

１９０

８５４３

市
錦
町
６
の
３
の
１
）　

1　

・
０４２

　

・
６
４
２
８

５２４

参
加
者
募
集

 
子
供
読
書
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
は
、

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
シ
ニ
ア
世
代
（
お
お
む

ね　

歳
以
上
）
の
方
の
た
め
の

５５
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

４
Ｆ

▽
開
所
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
時
間　

９
時
〜
５
時

▽
応
募
期
限　
　

月　

日
消
印

１０

３１

有
効

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒　

・
１６３

　

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計

８００１画
課　

1　

・
５
３
８
８
・
３

０３

２
２
５
、h

ttp
://w
w
w
.m
e

tro.tok
y
o.jp
/

▽
コ
ー
ス　

小
平
市
立
中
央
公

園
〜
三
鷹
駅
付
近

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
の

往
信
用
の
裏
面
に
、
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、返
信
用
の
表
面
に
、

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

月　

日

１０

１４

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒　

・
１６３

　

東
京
都
水
道
局
管
理
課
「
玉

８００１川
上
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
担
当

1　

・
５
３
２
０
・
６
４
３
７

０３
▽
期
日　
　

月
７
日（
金
）

１１

入
会
説
明
会

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
６０

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
・
転
職
希
望
者
を
除

く
。

▽
期
日　
　

月
７
日（
火
）、

１０

　

日（
火
）

２１▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

駒
沢
学
園
広
報
部　

1　

・
３３１

１
９
１
１
、http

://w
w
w
.

k
om
ajo.ac.jp

　
　

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の

５５
再
就
職
へ
向
け
た
心
構
え
や
新

し
い
就
職
活
動
の
仕
方
な
ど
を
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

事
業
主
の
方
へ

事
業
主
の
方
へ

 

月
は
「
高
年
齢
者

　

月
は
「
高
年
齢
者

１０１０
雇
用
促
進
月
間
」
で
す

雇
用
促
進
月
間
」
で
す

　

近
く
に
お
住
ま
い
で
、
元
気

で
、
ま
じ
め
な
高
年
齢
者
の
方

を
雇
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
事

業
主
の
皆
様
か
ら
の
求
人
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
の

シ
ニ
ア
世
代
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

 
定
年
退
職
後
の

定
年
退
職
後
の

働
き
を
考
え
る

働
き
を
考
え
る

▽
内
容　

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
れ
か
ら
の
仕
事

▽
講
師　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト　

三
谷　

晃
一
氏

▽
期
日
・
時
間　
　

月
８
日

１１

（
土
）・
１
時　

分
〜
４
時

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　
　

月
２
日

１０

以
降
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
（
平
日

９
時
〜
５
時
）　

1　

・
１
３

３７９

３
３

業
務
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

・
記
録
漏
れ
な
ど
が
あ
る
場
合

　

お
送
り
し
た
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
お
持
ち
に
な
り
、
府

中
社
会
保
険
事
務
所
に
記
録
の

調
査
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
来
所
の
際
に
は
、
年

金
証
書
と
印
鑑
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
で
の
手
続
き
方

法
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
で
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

○
現
役
加
入
し
て
い
る
方

　

記
録
漏
れ
な
ど
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
「
年
金
加
入
記
録
回

答
票
ま
た
は
確
認
は
が
き
」
を

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
先
で
回
収
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

た
方
は
、
記
録
漏
れ
な
ど
が
な

い
場
合
、
「
確
認
は
が
き
」
で

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
特

別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

1
０
５

７
０
・　

・　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・

０５８

５５５

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
1　

・
６
７
０

０３

０
・
１
１
４
４
）

※
月
〜
金
曜
日
は
９
時
〜
午
後

８
時
、
第
２
土
曜
日
は
９
時
〜

５
時

傍
聴
で
き
ま
す

 
第　

回
１８３東

京
都
都
市
計
画
審
議
会 

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1 ３７７・２２１２

仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

 

ああ
な
た
の
就
職
を

な
た
の
就
職
を

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

はは
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城

つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城 

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

ごご協協力力くくだだささいい

赤い羽根赤い羽根共同募金運動共同募金運動
　１０月１日から１２月３１日まで赤い羽根共
同募金運動が行われます。この運動は市
民の皆さん一人ひとりの善意による、社
会福祉増進のための募金運動です。皆さ
んからご協力いただいた募金は、東京都
共同募金会で集計された後、社会福祉協
議会をはじめとする市内の福祉施設や団
体などに配分され、地域福祉活動に役立
てられています。１９年度は、皆さんから
３０２万円のご協力をいただきました。
　期間中、自治会などの役員の方が、各
ご家庭を訪問しますので、皆さんのご理
解とご協力をよろしくお願いします。

▽問い合わせ　生活福祉課地域福祉係

▽
期
日　
　

月　

日（
金
）

１０

１０

▽
コ
ー
ス
名
・
時
間

①
パ
ソ
コ
ン
で
作
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広

告
、
チ
ラ
シ
・
２
時
〜
５
時

②
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
・
午
後

５
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

▽
会
場　

商
工
会

▽
講
師　

天
埜　

裕
氏

▽
費
用　

会
員
＝
１
千
円
、
一

般
＝
２
千
円

▽
定
員　

各　

人（
先
着
順
）

１５

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
教
室
名（
期
日
）

○
手
織
り
教
室
（
第
２
・
第
４

木
曜
日
午
後
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
第
２
・

第
４
水
曜
日
午
前
）

○
ビ
ー
ズ
教
室
（
第
４
金
曜
日

午
前
・
第
３
火
曜
日
夜
間
）

○
フ
ラ
ワ
ー
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

教
室
（
第
１
・
第
３
木
曜
日
午

前
）

※ 
Ｉ 
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭

あ
い

に
も
参
加
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
月
〜
土
曜

日
、　

時
〜
午
後
６
時
）　

1

１０

　

・
６
５
４
６

３７７ 毎
月
開
催
！

 
あ
い 
ｉ 
シ
ョ
ッ
プ
の
各
種
教
室

あ
い

級
で
す
。

▽
対
象　
　

年
度
に
市
立
小
学

２１

校
に
在
籍
及
び
入
学
予
定
で
通

級
学
級
で
の
指
導
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
児
童

※
詳
細
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
通
級
指
導
学
級　

向
陽
台
小

学
校
内

▽
申
請
方
法　

小
学
校
在
籍
児

童
に
つ
い
て
は
在
籍
校
に
、　
２１

年
４
月
入
学
予
定
者
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　
　

月　

日

１２

２６

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

学
校

教
育
課
学
務
係

材
料
費
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

 
巾 
、
ハ
ン
カ
チ

き
ん▽

申
し
込
み
方
法　

消
費
者
ル

ー
ム
（　

時
〜
正
午
・
１
時
〜

１０

５
時
）
に
電
話
（
1　

・
７
５

３７０

１
０
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日

１０

１０

▽
主
催　

消
費
者
団
体
「
ふ
た

こ
ぶ
ら
く
だ
」

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

　

稲
城
の
野
菜
を
お
い
し
く
調

理
し
、
ふ
っ
く
ら
お
や
き
で
具

材
の
お
い
し
さ
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

▽
期
日　
　

月　

日（
木
）

１０

１６

▽
時
間　
　

時　

分
〜
１
時

１０

３０

▽
会
場　

消
費
者
ル
ー
ム

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１５

▽
費
用　
　

円
（
行
事
保
険
、

５００

る
児
童
が
学
校
生
活
に
適
応
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
通
常

の
学
級
に
在
籍
し
な
が
ら
、
週

に
１
、
２
回
程
度
（
週
８
時
間

以
内
）
通
級
し
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
に
応
じ
た
小
集
団
で
の

指
導
や
個
別
指
導
を
受
け
る
学

級
で
す
。

 
言
語
障
害
学
級

　

生
活
年
齢
に
応
じ
た
言
葉
の

使
い
方
が
苦
手
で
あ
る
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
児
童
が
、
言
語
機

能
の
発
達
の
遅
れ
な
ど
を
改
善
・

克
服
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
通

常
の
学
級
に
在
籍
し
な
が
ら
、

週
に
１
、
２
回
程
度
（
週
８
時

間
以
内
）
通
級
し
、
障
害
の
状

況
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
る
学

　

社
会
保
険
庁
で
は
、　

年　
１９

１２

月
か
ら　

年　

月
ま
で
の
間
に
、

２０

１０

順
次
す
べ
て
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
及
び
現
役
加
入
し
て

い
る
方
に
、
年
金
加
入
記
録
を

記
載
し
た「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届

き
ま
し
た
ら
、
同
封
の
「
年
金

記
録
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の

年
金
加
入
記
録
を
確
認
い
た
だ

き
、
記
録
漏
れ
や
誤
り
の
有
無

に
つ
い
て
回
答
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
回
答
方
法

○
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
記
録
漏
れ
が
な
い
場
合

　

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
ま

た
は
確
認
は
が
き
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
社
会
保
険

　
　

年
度
か
ら
、
通
級
指
導
学

２１
級（
情
緒
障
害
・
言
語
障
害
）へ

の
入
級
を
希
望
す
る
児
童
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

 
情
緒
障
害
学
級

　

行
動
・
学
習
上
の
特
徴
が
あ

消
費
者
ル
ー
ム
支
援
講
座

懐
か
し
い

 

手
作
り
お
や
き
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

「
ね
ん
き
ん

「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」

特
別
便
」

をを
郵郵
送送
しし
てて
いい
まま
すす

通
級
指
導
学
級

通
級
指
導
学
級

（
情
緒
障
害
・

（
情
緒
障
害
・

言
語
障
害

言
語
障
害
））
のの 

申
請
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て

市立病院市立病院
助産師助産師・・看護師看護師

募集募集

▽募集人員　２０人程度

▽受験資格　助産師・看護師
の資格をお持ちの方または資
格取得見込みの方

▽応募方法　履歴書、資格免
許証の写しまたは卒業見込証
明書を持参または郵送してく
ださい。

▽応募・問い合わせ　市立病
院管理課　〒２０６－０８０１稲城市
大丸１１７１　1３７７－０９３１



２０・１０・１ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

特
別
価
格
の
市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

多
田　

1　

・　

・
３
０
４
１

（株）

０４４

９４６

①　

月　

日（
土
）３
時
〜
／　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

１０

１８

VS

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方
（
原
則

３５

１
年
に
一
度
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。
当

日
の
体
調
や
問
診
に
よ
り
、
受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　
　

月
１
日

１１

（
土
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査

▽
受
診
料　

１
千　

円
３３０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
４４０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

方
で
、　

年
度
未
受
診
の
方

１９

▽
会
場
・
定
員　

市
立
病
院
・

　

人
１００▽

実
施
期
間　
　

月　

日
ま
で

１１

２８

▽
受
診
料　

２
千　

円
３６０

子
宮
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
の

２０

２０

方
で
、　

年
度
未
受
診
の
方

１９

▽
会
場
・
定
員　

①
市
立
病
院
・

　

人　

②
増
田
産
婦
人
科
医
院
・

１００
　

人
５０▽

実
施
期
間　
　

月　

日
ま
で

１１

２８

▽
受
診
料　

２
千　

円
２２０

◆
共
通
事
項

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書

に
よ
る
郵
送
、
電
子
申
請
、
直

接
窓
口
に
持
参
の
い
ず
れ
か
の

▽
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後

３
カ
月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満

の
お
子
さ
ん

▽
期
日
・
会
場　

左
表
の
と
お

り▽
受
付
時
間　

１
時　

分
〜
２

３０

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の午前８時３０分から午後
５時まで予約を受け付けます（先着順）。１２日（日）の法律相談、１４日（火）の交通事
故相談・行政相談は１０日（金）に受け付けます。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。
※１０月の女性の悩み相談は、第４土曜日を第２土曜日に変更させていただきます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

 
事
例

　

家
を
新
築
す
る
の
で
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム

に
出
か
け
ま
し
た
。
メ
ー
カ

ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
土
地
に

家
を
建
て
る
こ
と
で
契
約
し

ま
し
た
。
後
日
、
建
築
メ
ー

カ
ー
の
見
積
書
を
詳
細
に
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
家
を
建
て

る
に
は
整
地
に
多
額
の
費
用

が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
解
約
で
き
ま
す
か
。

　

建
築
条
件
付
土
地
取
引
と

は
、
土
地
売
買
契
約
と
建
築

請
負
契
約
、
こ
の
２
本
の
契

約
取
引
を
す
る
も
の
で
す
が
、

独
占
禁
止
法
に
触
れ
る
行
為

で
す
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た

め
業
界
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

 
業
界
ル
ー
ル

１
、
土
地
契
約
締
結
後
３
カ

消
費
者
相
談
室

1　

・

３
７
３
８

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

建築条件付土地契約�
　　　　とは何ですか�

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１０／１

３歳児健康診査（１７年９月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課商工係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金３

土４

＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）９時～５時  1３３１－８５７０
＋休日薬局　　　　ヒロタ薬局平尾店（平尾）９時～５時 � 1３３１－２７９６日○５ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月６

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火７

１歳６カ月児健康診査（１９年３月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水８

法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木９

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金１０

女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土１１

＋休日急病診療所　向陽台クリニック（向陽台）９時～５時  1３７８－６６７７
＋休日薬局　　　　徳永薬局向陽台店（向陽台）９時～５時  1３７０－７２５５
休日窓口　８時３０分～５時（正午～１時を除く）　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１２ 

＋休日急病診療所　菊池医院（百村）９時～５時  1３７８－３３３３月○１３ 
３カ月～４カ月児健康診査（２０年６月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（予約必要） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１４

１歳６カ月児健康診査（１９年３月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水１５

　

「
お
く
す
り
手
帳
」
は
、
薬

を
安
全
に
服
用
す
る
た
め
、
現

在
服
用
し
て
い
る
お
薬
の
内
容

や
薬
の
服
用
上
の
注
意
、
過
去

に
経
験
し
た
副
作
用
な
ど
を
記

録
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

「
お
く
す
り
手
帳
」
を
薬
局

や
医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、薬
の
ダ
ブ
リ（
重

複
投
与
）
や
飲
み
合
わ
せ
の
悪

い
お
薬
が
な
い
か
判
断
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
お
く
す
り
手
帳
」
を
外
出
時

に
携
帯
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

災
害
時
や
外
出
先
で
急
な
事
故

に
あ
っ
た
時
な
ど
で
も
、
い
つ

も
服
用
し
て
い
る
薬
の
内
容
が

分
か
り
、
救
急
処
置
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
お
く
す
り
手
帳
」
は
、
院

外
処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
の
際

に
、
か
か
り
つ
け
薬
局
に
相
談

し
、
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
布
は
無
料
で
す
が
、
記
録
を

記
載
し
、
服
薬
指
導
を
受
け
る

際
に
は
、
健
康
保
険
の
負
担
割

合
に
基
づ
く
費
用
が
か
か
り
ま

月
以
内
に
建
築
請
負
契
約
を

結
ぶ
（
平
成　

年
か
ら
期
間

１５

は
任
意
と
な
り
ま
し
た
。
）

２
、
業
者
の
特
定
（
土
地
の

売
主
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

３
、
全
額
返
金
（
建
築
請
負

契
約
が
期
限
内
に
不
成
立
の

場
合
、
預
り
金
や
手
数
料
を

返
還
）

　

建
築
条
件
付
土
地
取
引
で

は
、
土
地
契
約
と
同
時
に
建

築
請
負
契
約
を
行
う
こ
と
が

多
く
、
建
築
プ
ラ
ン
や
価
格

が
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
る

も
の
の
中
か
ら
選
択
を
迫
ら

れ
る
な
ど
、
消
費
者
に
不
利

な
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

土
地
、
建
物
契
約
に
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
事
例
の
場
合

は
土
地
に 
瑕  
疵 
が
あ
る
こ
と

か 

し

を
業
者
が
認
め
て
解
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
消
費
者
相
談
室
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人
５０

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
８
日
必
着

１０

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診

の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
８
日
必
着

１０

※
順
次
受
診
票
な
ど
を
郵
送
し

ま
す
。

ポリオ予防接種

会場期日

第四文化
センター１０月３日（金）

保健
センター

１０月６日（月）
　・２１日（火）

第三文化
センター１０月２０日（月）

時　

分
３０

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
保
護
者
の
方
は
、
「
お
知
ら

せ
」
と
小
冊
子
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
お
読

み
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
自
分
自
身
の
歯
と
口
に

目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　
　

月　

日（
金
）

１０

１０

▽
時
間　

２
時　

分
〜
３
時　

５０

２０

分▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診

時
妊
娠　

週
〜　

週
の
方

１６

２７

▽
会
場
・
期
日　

①
城
山
文
化

セ
ン
タ
ー
・　

月
７
日（
火
）　

１０

②
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
・　

月
１０

８
日（
水
）　

③
第
三
文
化
セ
ン

タ
ー
・　

月　

日（
火
）

１０

１４

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１０

３０

分　▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
健

診
・
相
談

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

追
加
募
集

追
加
募
集

第
２
回
乳
が
ん
・

第
２
回
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

予
防
接
種

予
防
接
種

ポ
リ
オ

ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）

（
急
性
灰
白
髄
炎
）

地
域
出
張

地
域
出
張
健
康
相
談

健
康
相
談

す
の
で
、
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。受

け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
歯
科

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

健
康
診
査

「「
お
く
す
り
手
帳
」

お
く
す
り
手
帳
」

を
お
持
ち
で
す
か

を
お
持
ち
で
す
か

市立病院市立病院
１０月３１日（金）　１０月３１日（金）

眼科を閉科します眼科を閉科します
　都合により、１０月３１日（金）をもっ
て眼科を閉科します。ご理解ご協力
をお願いします。

▽問い合わせ　市立病院管理課庶務
係　1３７７－０９３１

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

受
診
料
が
必
要
で
す

受
診
料
が
必
要
で
す

胃がん検診希望
１．１１月１日（土）・
　　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

乳
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
の

２０

４０

○○がん検診希望
１．希望する会場名
を記入してくだ
さい。

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例


